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一般会計の歳入（前年度比）
歳入　411億3,500万円（1.2％減）

歳入内訳

一般会計の歳出（前年度比）
歳出　404億2,800万円（1.2％減）

歳出内訳（目的別）

●グラフの説明（主なもの）
歳入内訳
市　　　税　市民税や固定資産税など
地方譲与税等　国が徴収した税の配分金など
地方交付税　全国どこの市町村でも一定の

サービスが受けられるように
するため、人口や税収などに
応じて国から配分される普通
交付税と個別の財政需用に対
する特別交付税がある

国県支出金　特定の目的のために国や県か
ら交付された補助金など

市　　　債　施設整備の財源となる市の借
入金

歳出内訳（目的別）
議　会　費　議会の運営に使う経費
総　務　費　人事、徴税、戸籍、選挙、交

通安全など、市の総括的な事
務事業に使う経費

民　生　費　障がい者福祉、児童福祉、高
齢者福祉、福祉医療、国民年
金など福祉全般に使う経費

衛　生　費　健診や予防接種、ごみ処理な
ど、安全で衛生的な生活のた
めに使う経費

農林水産業費　農道や農地の整備、農業や林
業の活性化などに使う経費

商　工　費　商工業や観光の振興に使う経
費

土　木　費　道路、橋りょうや河川、公園
の整備運営などに使う経費

消　防　費　消防活動・水防対策に使う経
費 

教　育　費　教育全般に使う経費
公　債　費　市が借入（市債）した利息の

支払いや元本の返済費用

　

歳　

入
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出

※ 100 万円未満四捨五入によ
り、合計額は一致しません。

（グラフ1）
（グラフ２）

市税
121億 400 万円

29％

地方譲与税等
25億 6,100 万円

6％
地方交付税

104億 3,600 万円
25％

分担金および負担金
6億 9,500 万円

2％

使用料および手数料
3億 5,500 万円

1％

繰越金
7億 500 万円

2％

その他
25億 700 万円

6％総務費
54億 4,400 万円

13％

民生費
130億 2,100 万円

32％

衛生費
22億 6,400 万円

6％
農林水産業費
18億 4,900 万円

5％

商工費
18億 5,900 万円

5％

土木費
46億 4,300 万円

11％

消防費
13億 9,800 万円

3％

教育費
43億 600 万円

11％

災害復旧費
1,200 万円
0.0％

公債費
53億 1,900 万円

13％

議会費　2億 5,200 万円
1％

労働費　6,100 万円　0％

国県支出金
57億 7,800 万円

14％

繰入金
12億 9,200 万円

3％

市債
47億 300 万円

12％

歳入決算額歳出決算額
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